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Evaporation 

高分子を添加した微粒子分散液の塗布・乾燥
による機能性薄膜の作成 

・粒子構造の解明・制御 

・ 

微粒子分散溶液の乾燥・濃縮過程に対する 
粒子-溶媒-溶質連成モデルと数値解析法の構築 
・ 
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流体運動 

粒子運動 

溶質輸送 

支配方程式 
・コロイド粒子 
・流体流動場 

コロイド粒子： 剛体球粒子 

時間発展 

モデル 

流体： ニュートン流体 （2成分：溶媒+溶質） 
吸着： 粒子-溶質間相互作用 

・溶質濃度場 
・気液界面 

界面移動（蒸発） 
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粒子-溶質相互作用： 井戸型ポテンシャルモデル 
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気液界面（Level Set 法） 
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Φ = 0 
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気相：液面降下速度で移流  液相： 移流＋拡散 
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粒子領域 

吸着層 
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粒子相：粒子移動に追従 

溶質濃度場 

f = 1 

f = 0 

Φ = 1 

Φ = 1 

Ξ = 1 

Ξ = eβε 液相 

仮想濃度場 
*)1( cfc 

Ξ = e2βε 
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液面降下速度 
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計算格子幅 
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・粒子位置を固定 

・溶質ペクレ数 
   Pe = veh/D を変化 

2.3Pe 
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微粒子分散溶液の乾燥・濃縮過程に対する
粒子-溶媒-溶質連成モデルを構築した． 

溶質濃縮層発達により粒子に発生する力が， 
溶質ペクレ数に対して変化することを示した． 

・ 

・ 

このモデルは乾燥過程での溶質濃縮層の
形成を正しく再現できる． 
・ 


